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研究主題 一

集 団の中 で 「生 か し生か される」体験 を通 じ、「生 きる力」 をはぐ くむ指 導の工夫

1は じめ に

1研 究 のね らい

第15期 中央教 育審議会答 申に述べ られてい るように、教育活動の 目的 は生徒の 「生 きる力」

の育成 にある。 この 目的 を達成す るため、特別活動 においては、感動す る心 、共 に共感 し合

う心 を育て(感 性 の酒養)、 自らの意思 を伝 え ようとす る態度 を培 い(主 体性 の育成)、 集 団

の一員 と しての意識 を高め、 よりよく問題 を解決 しようとす る態度 を培 う(社 会性 の育成)

ことが必要である。そ こで、上記 の課題 を達成す ることを目指 し、集 団活動 の指導 の工 夫 を

探 る。

2研 究の背景 と主題設定の理由

現在 、都市化や核家族化の進行か ら、地域 や家庭の教育力が低下 し、 と りわけ、多様 な人

間関係の 中で豊か な人 間性 を育 てる機会が減少 している。その結果、生徒の 中にも、自己 中

心的 な傾 向が強 く、他者 との協調 を嫌 う者や、積極性 に欠け、 自ら課題 を発見 し、それ を解

決 しよ うとす る意欲が不足 している者が増加 して きている。 これ と表裏す る問題 として、集

団生活 における、社会性 、規範意識 の欠如、「指示待 ち人 間」の増加、 リーダーの不在 といっ

た現象 も目立 つ ようになっている。これ らの原因は、特 定のグループによる狭い人問関係や、

広 く浅 い人間関係 に とどま り、「仲の良い友達 とな ら協力で きる」 とい う段 階 か ら脱 す る こ

とが で きない ことにある。 このこ とは、生徒が学校生活 の中で抱 く孤独感や 「友達 は多い け

ど、本音 でつ き合 える親友 はいない」 とい う不安感、学校生活へ の意欲 喪 失 、 「い じめ」 の

発生 、学業不振等 の問題 に対 して も、大 きな影響 を与 えている と考え られる。

本 年度教育研 究員は、 この ような問題 を解決す るため に、集団の 中で 、 「生 か し生 か され

る」 体験 活動 と して、

① 相互の援 助協 力 によ り、 自己の個性 を発揮 してい く体験

② 他者の個性や努力 を正 しく評価 し、励 まし合 える体験

が不 可欠であ ると考 えた。 この ような体験活動 の中か ら自他 を肯定的に理解す ることで、 生

徒 は本来 もってい る感性が1函養 され、主体性 と社会性 を育成す ることがで きる。 これは個性

を伸 長 し、他人への思いや りや集団の一員 としての意識、適切 な集団運営 とリー ダー シ ップ

へ とつ なが る。

そ こで 、特別活動 にお けるさまざまな場 面において、生徒の感性 を酒養 し、主体性 と社 会

性 を育成す るには、どのような指導の工夫が必要なのかを考察 、研究 した。

3研 究 の進 め方

生徒 の学校活動や人 間関係 に対す る意識調 査 を実施 した。次 に、調査結果の分析 を基 に、

指導方法 の工夫 を提言 としてまとめた。そ して、提言 を踏 まえた実践事例 を、ホームル ー ム

活動 ・学校行事 ・生徒会活動 ・部活動 について研 究 した。
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ll調 査結果 か ら見 た生徒の意識 と実態

生徒の学校生活 や人間関係 に対する意識 を調べ るため に、研究の柱である①感性② 主体性③

社会性 について、7月 上旬に教育研究員が勤務す る8校 で各学年1学 級ずつアンケー ト調査 を

実施 した。その結果、総数842名(1年319名 、2年258名 、3年265名)の 回答が得 られた。

1感 性 について

感性 を伸 ばす ため には感動する心が大切 である。感動体験 につ いて調査 した結果で ある。

今 までに学 校生活の中で、感動 したことが あれば選 んで下 さい,(図1参 照)

複数回答可(3つ まで)

「感 動 体 験 あ り」 と84.4%の 生 徒 が

回 答 し、 「な い 」 と15.6%の 生 徒 が 回

答 した 。 この こ とか ら、 生徒 は学 校 生

活 にお い て 「感動 」 して い る こ とが 判

明 した 。 「感 動 体 験 あ り」 と回 答 した

生徒 の 中 で は 、 「友 達 関 係 」 に17.3%、

「文 化 祭 」 に11.9%、 「ク ラ ブ ・部 活

動 」 に11.4%、 「体 育祭 」 に11.1%の 生

徒 が 回 答 し、 人 間 関 係 や 行事 等 が 、 生

徒 に感 動 を与 えて い るこ とが判 明 した 。

①HR(学 級)活 動

②文化祭

③生徒会・委員会活動

④マラソン大会

⑤修学旅行

⑥投巣

⑦クラブ・部活動

⑧友逮関係

⑨先生との出会い

⑩先輩との関係

⑪体育祭(球 技大会)

⑫その他

⑬ない

図1

感動 した理 由 を一っ選んで下 さい。(Aで ① ～⑫ と答 えた生徒)

回答項 目の うち 「感 動 した理 由」 と し

て人間関係 による項 目(図 の②③④)を

回答 した生徒 が合計72.6%を 占めてお り、

「良好 な人 間関係 」 が感動 体験 に重 要 な

意味 をもつ ことが判 明 した。

①自分が穂 的にかかわれた「77賑

②みんなで協力できた

③良い人間関係ができた

④一生懸命にやる人との出会い

⑤結果が良かった

⑥その他

図28感 動した理由

感動 できなか った理 由 を一つ選 んで下 さい。(Aで ⑬ と答 えた生徒) (図3参 照)

「感動 で き なか っ た 」 と回答 した 生 徒

は全 体 の15.6%と 少 数 であ る が 、 そ の 理

由 と して 「活 動 の 場 が な か っ た 」(17.2

%)「 結 果 が で なか っ た」(17.2%)と 回

答 した生 徒 が 目立 つ 。 ま た 、 「そ の 他 」

を回 答 した 生徒 が50.5%お り、 注 目す べ

きで あ る。

②みんなで協力できなかっ

③一生懸命やる人がいなかった

④結果が川なかった

⑤その他
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図3C感 動できなかった理由
讐

一2一



2主 体性 について'

自分の意見 を素直 に表現 で きるか。生徒 の主体性 について調査 した結果であ る。

学校 生活 の中で、自分 の意見 を素直 に出せ る場面 は、 どんな場面 です か。(図4参 照)

86.7%の 生 徒 が 何 らか の 形 で 、 自己 表

現 が で き る と回 答 した 。 しか し、 そ の う

ち 、60.0%の 生 徒 が 「仲 の 良 い 友 達 」 を

回答 してお り、身近 な人 間関 係 に とどまっ

て い る こ とが判 明 した 。

①どのようなときでも

②学級の中でなら

③仲の良い友達になら

096tO覧20%30う640う650%60967095

④出せない

図4D素 直に意見が出せる場面
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E素 直に意見 を出 せた理 由は何 ですか。(DでF出 せた」 と答 えた生徒) 〈図5参 照)

「グ ル ー プが 元 々仲 が 良 か っ た」 と 回

答 した生 徒 が 、42.7%を 占め た 。次 いで 、

「意 見 に 自信 が あ る」 「意 見 を通 した い」

と回答 した生 徒 が合 計 で41.5%を 占めた。

人 間 関係 が 良好 で あ る こ と、 自信 を もつ

こ と、 目的が 明確 な こ とが 重 要 で あ る と

判 明 した 。

F素 直 に出せな かった理由 は何 ですか。(Dで 「出せない」 と答 えた生徒)(図6参 照)

「ど うで も良 か っ た」 と回答 した生 徒

が37.1%、 「自 信 が な か っ た 」 と 回 答 し

た 生 徒 が24.3%、 「対 立 が 嫌 だ っ た 」 と

回 答 した生 徒 が16.4%お り、 自信 の な さ

や 自己 本 位 な ど、生 徒 自 身の 内 的 な条 件

の 影 響 が 大 きい こ とが 判 明 した 。

①意見に自信がなかった

②責任をかぶりたくない

③誰かとの対立が嫌だった

④自分にとってどうでも良かった

⑤周りの人がよくわからなかった

図6
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3社 会性 について

仲 間 と協調 す る心 があるのか。生徒 の社会性 について調査 した結果である。

学 校生活の中で協 力で きる場面 はどんな場面 ですか。

「どの ような場面で も協 力で きる」 と

回答 した生徒が35,2%を 占め 、協 力す る

意思 を もってい る生徒が多い ことが判 明

した。その一方 で、「仲 の良い友達」 「部

活動」 と回答 した生徒が合計39.7%を 占

め、協力す る範 囲が比較的親密 な集 団の

枠 に とどまっているこ とが判明 した。

(図 フ参 照)

①どのような場面でも

②学級の中で なら

③部活動なら

④委員会なら

⑤仲の良い友達となら

⑥協力できる場面がない

図7G協 力で皆る場面

協力 できた理 由は何 ですか(Gで 「協 力で きる」 と答 えた生徒対象)

「力 を合 わせ てい くもの」 「何 事 も積

極 的にやる」 「学 校 生活 の良 い思 い出」

「自分 のや りたい こ と」(図8の ①③④⑥)

と回答 した生徒 が合 計56.8%を 占め 、協

力 体制の必要性 や意義 を認識 してい るこ

とが判明 した。その一方 「友 達 との きず

な」 と回答 した生徒 が18.3%お り、 身近

な人間関係 を重 視 した協 力体 制にな って

いる ことも判 明 した。

(図8参 照)

①みんなで力を合わせるべき

②一人に責任をかぶせるのは嫌

③何事も積極的にやるのが好き

④学校生活の良い思い出になる

⑤友達との絆が深まる

⑥自分のや りたいことが多かった

⑦時間や気持ちに余裕があった

⑧その他

図8H協 力できた理由

協 力で きな かった理 由 は何 ですか(Gで 「協 力で きない」 と答 えた生徒)(図9参 照)

「興 味 関 心 が な い」 と回答 した 生 徒 が

30.8%を 占 め 、 次 い で 「集 団活 動が 嫌 い」

と回 答 し た 生 徒 が19.8%を 、 「大 切 な 役

割 をつ とめ る のが 嫌 」 と回答 した生 徒 が

9.9%で あ っ た。 外 的 な条 件 よ り も生 徒

の 内 的 な要 素 が 理 由 に な っ てい る こ とが

判 明 した 。

①集団活動が嫌い

②大切な役割をつとめるのは嫌

③自分がやらなくても何とかなる

④自分のためにならない

⑤仲の良い友遣がいない

⑥興味・関心がない

⑦他にやりたいことがあった

⑧その他

図9
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皿 調査 結果や生徒 の実態 を踏 まえた考察 と提言 ぢ'

ア ンケ ー トの分析 結果 と生徒 の実態 を踏 まえて考察 をする と、以下 の3点 にまとめられる。

1「 感動体験の一層の広が りに は、個 人 レベルの対応 を必 要 とす る」

多 くの生徒 は、感性 をは ぐくむ感動体験 を もってい る。一方で、 これまでに感動体験 が な

か った り、感動で きないでいる生徒 もいる。このため、個々の生徒 の実態 を把握 し、 よ り多

くの活動の場 を設定す ることや活 動の結果 をはっ きりと認識 させ るな ど、 きめ細 かな対 応 を

行 う必要があ る。

2「 自分 に自信が もてず 、身近 な人間関係 の殻 を破 ることが できない」

主体性や社会性 を集団の 中で発揮 で きない生徒 は、協力体制の必要性 を感 じている ものの、

自分 自身 に自信が もて ない などが大 き く影響 していると考 えられる。そのため、個性 的 な振

る舞いや、人 と違 った こ とをする勇気が もてなかった り、周囲 に対 しての信頼感 や集 団 に対

す る連帯感 ももちに くい傾向 にある。

3「 集団への帰属意識 が希薄 で、主体性 、社会性 を充分 に発揮 できていない」

集団の一員 としての意識が低 く、他者の ことを考 え、思いや る気持 ちが不足 している。 活

動の経験不足か ら、人 とのかかわ り方や接 し方 が分 か らなか った り、得意で なかった りす る

生徒 が多 い と考 え られ る。 これ は、相互の援助 ・協力 、他者の個性や努力 を認め、励 ま し合

う体験 の不足 な どが考 え られ る。

以上の3点 の考察か ら、「生 きる力」 をは ぐくむための指導 の柱 を以下 に ま とめ提 言 とす

る。

1感 性 をは ぐくむ感動体験 を大切にするための指導の工夫

生徒 一人一人の個性や実態 に応 じた感動 体験 を基 に、新 たな感動体験 を積み重 ねてい くこ

とが大切であ る。感動体験 において は、生徒 が互いに触 れ合 い、支 え励 ま し合い なが ら、 自

らを見つめ 、互い に共感 し、思いや りの心がは ぐくまれるように配慮 をす る とともに、 集 団

で活動す る楽 しさ方や学 び方 、活動の仕方 を身に付 け られるよ う支援 ・援助す る指導 を工 夫

す る。

2多 様 な集団活動の経験の中で、肯定的 自己理解 をさせ、自信 をもたせる指導の工夫

開かれ た学校 を実現 し、地域 との交流 やボラ ンテ ィア活動 な ど、多様な集団活動の機会 を

設定す るこ とが大切で ある。生徒 自らが異年齢集 団や校外の諸団体 との連携 を図 り、協 力 し

て活動で きる ようにさまざまな状 況 を体験 させ る。それによって、 自己 を客観視 した り、肯

定的 に自己理解 を し、 自信 を もって積極 的に集 団活動がで きるように指導 を工夫す る。

3生 か し生 かされ る体験の中で、社会性 と主体性 を高 める指 導の工 夫

生徒 は互いの個性 や能力 を認め合い、努 力を褒 め合 うことで、集団の中での存 在感や充 実

感 をもて る。それが 自信 につ なが り、集団の一員 としての 自覚や責任感が生 まれて くる。 こ

の ことを踏 まえ、他者 との交流の中で、互 いの個性 を尊重 し、生か し合 い なが ら、協 力体 制

を作 り上 げるように指導 を工夫する。
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実 践 事 例

1ホ ー ムル ー ム活 動 一生 きる力 をは ぐくむ文化祭指 導の工夫一

(1) ね らい

本校 の生徒 は素 直で人懐 っこいが、 これまでに人前 で 自分 の考 えや意見 を述べ た り、 リー

ダー としてホームルームをまとめた経験が少 ない。 また、狭 い交友 関係 に とどま り、そ の関

係 も表面的な付 き合 いにな りが ちで、他 のグループとの会話 や交流が少 ない。 さ らに、本研

究 のア ンケー ト結 果か ら、本校の生徒 は 「感動体験 を した ことがない」 と回答 してい る割 合

が他校 に比べ て高 い(28.4%)こ とが分か った。この ような社会性や感動体験 の不 足か ら、

主 体的 に学校 行事 やホームルーム活動に取 り組 むことので きない生徒 が多 い。

そ こで、本研 究のア ンケー ト結果か ら、学 校生 活の 中で最 も感動 した との回答 率 の高 い

「文化祭」 を通 して 、生徒一人一人がホーム ルーム活動 に積極的 に取 り組 み 、み ん なで協 力

し合 ってい くことで、ホームルーム集団の中に好 ま しい人間関係が醸 成 し、生徒 に 「生 きる

力」 の育成 を図るための指導の工夫 を行った。その際、教員は次の3点 に留意 して指導 に当

たった。

① 自らの役割 を自覚 させ 、自発的 な創 意工夫 を生か し、活動の成果 を発 表 させ る こと

② 相互理解を図 り、自他の努力を認め合い、協力 して活動 を展開するように援助すること

③ 自らの成長の跡 を振 り返 り、 自己 を一層伸 長 させ よ うとす る意欲 を高め させ ること

② 対 象 3年 生1ホ ー ム ル ー ム25名(男 子5名 、女 子20名)

(3)取 り組 み 表1文 化 祭 まで の生 徒 の動 き と指 導 上 の ポ イ ン ト

本 校 の文 化 祭 は、 準 備 段

階 を重 視 し、 「本 物 をめ ざ

す 」 こ とを 目標 に してい る。

そ の た め 、伝 統 的 に は 演 劇

に取 り組 む傾 向が 強 い 。 し

か し、本事 例 の生徒 た ち は、

3年 生 に な っ て も演 劇 に興

味 が 薄 く、 「つ ま らな い 文

化 祭 」 とい う感 想 を も っ て

い た 。

そ こで 、本 事 例 にお い て

は 、生 徒 の 自 由 な発 想 を 生

か した意 見 を取 り入 れ て 、

今 まで に ない本物 を 目指 し、

文 化 祭 の 展 示 部 門 に 「コ ー

ヒー と紅 茶 の研 究 と販 売 」

と題 して参 加 させ た。

表1は 、文 化 祭 まで の生 徒 の 動 き と教 員 の指 導 上 の ポ イ ン トを ま とめ た もの で あ る 。

時 期 生 徒 の 取 り 組 み 指 導 の ポ イ ン ト

6月 中旬LHR 企画検討 ・どん な アイ デア で も尊 重す る

～ ア ンケ ー トゆ喫 茶店 ・HR通 信 で話 題 を提 供 し、 担任 の

下旬 思 い を伝 達 す る

7月 上旬LHR 企画再検討

ア ンケ ー トと討 論

→コ辻一と紅茶 の 研究 と販 売

下旬 登校日 研 究項 目 と教 室レイアウトの 検討 ・コーヒーと紅 茶 の専 門 書 を購 入 し学習

9月 上旬LHR テ ィ ー タ イ ム させ る

・楽 しい雰 囲 気作 りを す る

中 旬 休 日 コーヒーと紅 茶の 専 門店 の探 検 ・イ距 ジを膨 らませ られ る よ うにす る

役 割 分 担 、 スケジ・一ル調 整 〔専 門道具街へ行 く〕

コーレ班 と紅 茶 班 。HR通 信 で専 門店 の 探 検 を呼び掛

研 究 資料 の作 成 ・ け る

メーか へ資 料送 付 依頼 の電 話 ・HR通 信 で話 題 を提 供 す る

下旬 仕入れ

10月 文化 祭 前 日 準備 試飲会

文化 祭 当 日

文化祭後の 感 想 文 と反省 会(紅 茶 で) ・感 想文 をHR通 信 にの せ相 互理 解

LHR 文 化 祭を 題材 と した一 行詩 を はか る
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ア 準 備段 階 で の 指 導 上 の ポ ィ ン ト ー楽 しい雰 囲 気作 り一

教 員 は 、 文 化 祭 へ の 取 り組 み の 中 に楽 しい雰 囲 気 を生 み 出す よ うに心掛 け指 導 に当 た った。

そ の た め の 方 法 と して 、 「コ ー ヒー ・紅 茶 は こん な に お い しい 飲 み 物 」 「コ ー ヒ ー ・紅 茶 を 入

れ る こ とは こん な に楽 しい こ と」 で あ る こ とに気 付 か せ るた め 、 ロ ン グホ ー ム ル ー ムの 時 間

を使 って 「テ ィ ー タ イム」 と称 して試 飲 会 を 開 い た。 また 、生 徒 に 「コー ヒー ・紅 茶 の 専 門

店 探 検 を しよ う」 と呼 び掛 け 、専 門 店 に行 き、 コ ー ヒ ーや 紅 茶 の お い しい 入 れ 方 や飲 み 方 を

研 究 させ た 。

「テ ィー タ イム 」 と称 して 試飲 会 を開 い た こ とで 、 生 徒 に コー ヒー と紅 茶へ の 興 味 ・関 心

が 生 まれ る と と も に、 生徒 の 嗜好 か ら コー ヒー班 と紅 茶 班 に分 か れ 、研 究 の 役 割 分担 を 円 滑

に 決 め る こ とが で きた 。 また 、 「コ ー ヒー ・紅 茶 の専 門 店探 季剣 に行 っ た生徒 の 中か ら、 コー

ヒ ー豆 の 自家 焙 煎 に挑 戦 す る 者 が 出 て きた り、 コ ー ジ ー(紅 茶 の ポ ッ トカバ ー)を 作 っ て 来

た り、い ろ い ろの 缶 紅 茶 を家 族 で飲 み 、 そ の空 き缶 を集 め て み た り、 遅 くまで 学 校 に残 っ て

パ ソ コ ンで ア ンケ ー ト作 りを した りと各 自が創 意 工 夫 をす る よ う に な った 。

これ らの こ とか ら、 文 化 祭 へ の 取 り組 み の 中 に楽 しい雰 囲 気 を作 り出す こ とが 、 生 徒 に こ

れ まで には 見 られ なか った 主 体 的 な行 動 を生 み 、文 化 祭 に積 極 的 に取 り組 む 姿 勢 を作 り出 す

こ とが 分 か った 。

また 、今 回 は 担 任 だ け で は な く、 副担 任 に援 助 を頼 み 、教 員 間 の 協 力体 制 の確 立 を図 った。

展 示 の た め に コ ー ヒー班 と紅 茶班 に研 究 内容 を分 担 したが、紅茶班 を副担 任 に指導 して も らっ

た こ とで 、担 任 と副担 任 が協 力 して 、、 適 切 な指導 を行 う こ とが で きた。

さ らに、 コ ー ヒーや 紅 茶 の好 きな教員 に もア ドバ イ ス を受 け るな ど、 多 くの協 力 を得 られた。

イ 文化 祭当 日での指導上のポ イン ト ー じっと見守 り、生徒 の 自覚 を大切 に一

文化祭当 日は、教員 は生徒 を信頼する とともに、生徒が 自分で学び、考 え、行動す る よう

に最 小限の助言 を与 えるだけで、生徒 の 自覚 を大切 に して、 じっと見守 るように心掛 けた。

この こ とで 、 今 まで 何 か あ

る と教 員 に頼 って きた 生 徒 も

「○ ○ さん手 伝 っ て」 「私 は何

をす れ ば い い?」 とお 互 い に

協 力 す る よ う に な り、 会 話 の

な か った グル ー プの 問 に も会

話 が 生 まれ る よ う に な った 。

また 、 文 化 祭 初 日終 了 後 、 翌

日当 番 の 生徒 た ちが 、 そ の 日

コ ー ヒ ー ・紅 茶 を入 れ て い た

生徒 た ち に 「ど こ を注 意 して

や れ ば 上 手 にい くか 。 明 日の

た め に上 手 な方 法 を教 えて 欲

しい 」 と頼 み 、 生徒 た ち だ け の 講習 会 が 開 か れ た。 そ こ に は、 互 い に努 力 を認 め合 い 、 真 剣

に 教 え、 教 わ る生徒 の 姿 が あ っ た 。
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また 、 普段 物 静 か な生 徒 が 「お 客 さん に 『あ りが とう ご ざい ま した 』 と言 っ た方 が い い の

か な?」 と質 問 して きた 。 「ど う思 う?」 と問 い 返 す と 「お客 さ ん だか ら言 った ほ うが い い 」

と言 って 、元 気 に 「あ りが と うご ざい ま した 」 と言 うよ うに な って い っ た 。 こ こに も生 徒 の

主 体 性 と社 会 性 をは ぐ くむ取 り組 み が 見 られ た 。

この こ とか ら、 教員 は 、生 徒 一 人一 人 が 各 自の役 割 を 自覚 し、 主 体 的 に さ ま ざ まな創 意 工

夫 をす る と と も に、 生徒 相互 が理 解 を図 り、 努 力 を認 め合 い 、協 力 して 活 動 で き る よ う に、

一 人 一 人 の 状 況 を的 確 に と らえ な が ら指 導 ・助 言 して い くこ とが 大 切 で あ るこ とを実 感 した。

(4)生 徒 の感 想

・ 今 まで 自分 か ら進 んで 何 か をや っ た こ とが なか った の で 、本 当 に よ くや っ た と思 い

ます 。 な に よ り、努 力 賞 を も らえた こ とが うれ しか った で す 。 み ん な で協 力 して も ら

え た 賞 な の で す ご くうれ しい で す 。(女 子)

・ 普段 まっ た くと言 っ てい い ほ ど話 さな い人 とも話 せ た り、 い ろ い ろ と教 え て も らえ

た りと交流 が で きた ので 、 ホ ーム ル ー ム で一 つ の こ と に対 して 努 力 す る こ とが 、 どれ

だ け の 充 実 を感 じる こ とが で きるか が 分 か っ た。(女 子)

・ み ん な一生 懸 命 や っ て い るの を見 て 、 自分 もこ ん な ん じゃい け ない と思 っ て や っ て

み た。 そ うす る と不 思 議 な もので だ ん だ ん 楽 し くな って きた 。(男 子)

(5)結 果 と考 察

当 日、生 徒 た ち は 、見 学 客 が 多 く来 て くれ て、 他 の企 画 を見 る暇 もな い程 の 忙 しさで あ っ

た。 しか し、3年 間 で もっ と も充 実 感 と達 成 感 を味 わ っ た 。 そ れ は 、準 備 か ら当 日ま で の 生

徒 の 様 子 や 感 想 文 か ら十 分 に感 じ取 る こ とが で きた 。 また 、今 まで進 んで 集 団 活 動 に取 り組

む こ とが 少 なか っ た生 徒 が 奮 起 し、紅 茶 班 の 班 長 と して 積極 的 に行 動 した り、 ホ ー ム ル ー ム

の リー ダ ー 的存 在 で は あ るが 、 自己 中心 的 な面 が あ った 生徒 が 、講 習 会 を 開 い て み ん な を ま

とめ た り して成 長 して い っ た。

今 回 「コー ヒー と紅 茶 の研 究 と販 売」 は 、展 示 部 門 で 「努 力 賞」 を 受賞 した 。 これ は 、 生

徒 一 人 一 人 が展 示 や販 売 な どに創 意 工 夫 を し、 お互 い の 努 力 を褒 め合 い な が ら協 力 して 活 動

して い っ た 点 が評 価 され た ため で あ る。

事 後 指 導 の 感想 文 に は 、 ほ とん どの 生徒 が 「自 ら行 動 で き た」、 「交 流 が 深 め られ た 」 「充

実 感 を味 わ えた 」 と感 じて お り、十 分 に成 果 をあ げ た る こ とが で きた 。 以 前 は 、 ま と ま りの

足 りなか った ホ ー ム ル ー ム も、文 化 祭 後 は 広 い 交友 関係 が 生 まれ る な どの 変 化 が み られ て い

る。

今 回の 実 践 で 、生 徒 た ちは 、 「つ ま らな い文 化 祭 」 か ら脱 皮 し、 「自 ら学 び 、考 え 、行 動 す

る文 化 祭 」 を作 りあ げ てい った 。 そ して 、文 化 祭 を通 して 、新 た な 自分 を発見 す る とと もに、

相 互 理 解 を 図 り、 「生 か し、生 か さ れ る」 人 間 関係 を は ぐ くみ 、 「生 きる力 」 を獲 得 して い っ

た と確 信 して い る 。今 後 は 、 ホー ム ル ー ム活 動 の あ らゆ る場 面 を通 して 、 「生 き る力 」 の 育

成 を さ らに高 め る継 続 的 な指 導 の 工 夫 が必 要 で あ る と考 える 。
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2ホ ームルーム活動

一年齢 や就学 目的が異 なる集 団の 中で、生か し生 か される関係 を作 る指導の工夫一

(1)ね らい

本校定 時制課程 には、広 い年齢構成 とさまざまな 目的を もった生徒が入学 して きてい る。

時間的な制 限があるため、担任 と生徒や生徒同士 で共 に過 ご し、共通の話題 をもつ余裕が な

い。 このため、意思 の疎通 を図るこ とが難 しく、ホームルーム全体で問題解決へ向けて話 し

合 う態度が弱 い。また、 目的意識が はっ きりし、向学心 の旺盛 な生徒がい る一方で、学 業 や

人間関係へ の不安 な どか ら、主体的 な学校生活 を送れない生徒 もいる。 さらに、若年齢 層 ほ

ど集 団へ の帰属願望 は強 い ものの協働す ることへ の煩 わ しさを強 く抱いてい る。本研 究の 調

査結果 か ら 「少 人数 グループの 中で なら、主体性 や社会性 を発揮 しやすい」 ことが明 らか に

なっている。そ こで担任 として、共 に過 ごす時間の確保 と、人 とのかかわ りの中で 自信 を も

つ場面 を体験 させ る工夫 が必要であ ると考 えた。少人数グループを積極的 に活用 して、生 徒

に集 団の中で協働す る楽 しさ、自立 と思いや りの大切 さを認識 させ るため、次の 目標 を設 定

した。

① 年齢差 や 目的 の違 い を超 えて、主体的に人 とかかわ りをもてるよ うにさせること

② 生徒一 人一人 の能 力や経験 を活用 し、生か し生 か される集団作 りの援助 をす ること

図1年 齢構成

(2)対 象

第1学 年40名(女 性31名 ・男 性9名)

年 齢 構 成17歳 か ら67歳(図1参 照)

(3)取 り組み

生徒の もっている能力 や経験 を生か して、

興味 ・関心 の高 い題材 を取 り入れ た 『生徒

による生徒 のための』
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ミニサ ークル活動 を設定 し、年齢差 な どを超 えた集団の 中で、他者 と

かか わる場面 を通 して豊 かな人間関係 を築かせ る。 このため、担任 は教科担 当な どとも情 報

交換 を行い なが ら、生徒が安心 して取 り組める ように次 の観点 に留意す る。

ア 生徒 に精神的 な負担 を感 じさせない よう配慮 すること

イ 講師 となる仲間 に過大な要求や批判 を しないこ とを原則 とす ること

【仲 間 が講師 となる ミニサ ークル活動への呼びかけ】

1学 期 中頃か ら生徒へ 「ホームルーム通信 の共 同制作」や 「得意 な話題 を記事 に して情 報 誌

を作 ろう」 などの呼びかけ を通 して、生徒 の能力や経験の掘 り起 こ しを行 った。

① ミニサ ークル活動 担任主催 の 「陶芸教室」の実施

平常の授業 日には まとまった時間が取 れず 、共通す る話題作 りにも制 限 され るため、夏 季

休 業 日を利用 して 「陶芸教室」 を2期(1期3日 間)設 定 し、次の条件 で実施 した。

・参加 は自由 と して、強制 しない。 ・各 自が 、設定 された期 日に集合 し、活動 する。

1期 では、7名 程 の生徒 の参加 であったが 、2期 終了後には、参加 した生徒 か ら 「もっ と

続 けてや りたい」 な どの声 や参加 で きなかった生徒か らの要望 もあ り、2学 期 に入 り始 業前

や放課後 に時間 を融 通 し作業 を続 けるこ とになった。 また、作 品十数点 を文化祭 に展示 した。
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② ア ンケ ー トの 実施 「人 に何 か教 え る と した ら、何 を教 え られ ます か?」

条 件 や 留 意点 を提 示 せ ず に行 っ たた め 、 回答 は次 の よ う な内容 が ほ とん どで あ っ た 。

・ 「他 人 に教 え られ る よ うな こ とはな い 」 ・ 「人 に教 え られ る よ うな存 在 で は な い」

③ ミニ サ ー クル活 動 生 徒 主催 の 「中 国語 の 日常 会 話 」 講座 の 実施

生 徒 の 中 か ら 「中 国語 で会 話 され て い る と、何 か 自分 の こ と を言 わ れ て い る の で は な い か

と気 に な る」 「自分 も中 国語 を話 してみ た い 」 な どの意 見 が あ った 。 そ こ で 、 担 任 は 人権 に

配 慮 しなが ら、 中 国籍 の生 徒 に 「中 国語 の 日常 会 話 を教 えて ほ しい」 と頼 ん だ 。 ま た 、 ホ ー

ム ル ー ムの 時 間 に 「分 か らない こ とや知 らな い こ とは 、 人 を不 安 にす る」 と話 しか け 、 互 い

に 「知 り合 うこ と」 と 「知 り合 お う と努 力 す る こ と」 が 大 切 で あ る こ とを説 明 した。そ して 、

生 徒 が 講 師 をす る 中国 語 会 話 サ ー クル を実 施 した。最 初 に、講 師 とな る生 徒 か ら 自分 が 使 っ

て い る 中国 語 の 日常 会 話 の 参 考 書 を紹 介 して も らい 、数 人の生徒 が 「私た ち に も参 考書 を買 っ

て きて ほ しい 」 と申 し出て きた 。

ホ ー ム ル ー ムの 時 間 の10分 間 を使 っ

て 、 中 国語 の 日常 会 話 を一 つ ず つ 習 っ

て い くことに した。第1回 目は 「挨拶:t.t
頚耀 塾

お は よ うご ざい ます 」 と題 して 実 施 し 。.諾 熱.三

た.こ こで は、中国言吾が話せる こ とを ・ 可∵ 野 灘 鋸 課 。

あ ま り強 調 され た くない とい う講 師 に.畷 鋤

なっ た生 徒 の気持 ちを踏 まえなが ら行っ
一噸 齢

た。 また、ホ ーム ルー ムの少 人数 グルー

プの 人 間 関 係 に も配 慮 して 、 「無 理 に

全 員 を参 加 させ ない 」 「興 味 を も っ た

らい つ で も参 加 で き る」 よ うに した 。

講 師 の 生 徒 は照 れ なが ら も、 楽 し そ う

に中 国 語 の 発 音 を教 え た。 参 加 した生

徒 の 中 に は興 味 深 げ に ノ ー トを取 る者

辱

撫灘蝋辮「噛

磯

灘

騨
轟

一愚

磁 モ　 み

もいた.そ の後、回を重ねる毎に、戦 獣鴎 晶 嘱

徒 相 互 の交 流 を深 め る きっか け と な った 。 また 、担 任 が 「他 に どの よ うな 国 の言 葉 を知 りた

い?」 と問 い掛 け る と、生 徒 の 一 人 か ら 「英語 をや りた い 」 とい う返 答 が あ り、担 任 と生 徒

で3力 国語 の対 応 表 を作 り、教 室 に掲 示 す る こ とに な っ た。

④ 文 化 祭 へ の参 加 「陶 芸 作 品 」 「趣 味 の 一 品 」 「な ん で も一言 」 の 出展

生 徒 が相 互 理 解 を深 め る ため に文 化 祭参 加 を活 用 し、個 々の 趣 味 や 日 ごろ抱 い て い る思 い

を 自 由 に表 現 させ た 。作 詞 ・手 芸 な どの幅 広 い趣 味 や 身 体 に障 害 の 残 っ た事 故 体 験 等 を発 表

し、生 徒 一 人一 人 の 能力 や 経 験 を掘 り起 こす こ とが で き、展 示 部 門 で優 秀 賞 に評 価 され た 。

⑤ ア ン ケ ー トの 実 施 「出展 の 感 想 」 「人 に 教 え られ る こ と」 「教 えて ほ しい こ と」

④ の実 践 を通 して 「十 分 に 、評 価 され る もの を もって い る」 こ と を前 提 と し、 自己 を再 評

価 させ る と と もに 、 どの よ う な能 力 や経 験 を もっ た仲 間 と生 活 して い る の か気 付 か せ る た め

に 、次 の提 案 を して 、再 度 ア ンケ ー トを実 施 した 。

・個 々 の も って い る能 力 を生 か して、互 い に教 え合 う機 会 をつ くろ う。
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(4)結 果 と考 察 「t

当 初 、 生 徒 は ミニ サ ー ク ル活動 へ の呼 びか け にあ ま り反 応 もな く、遠慮 してい る様 子 であ っ

た 。 そ こで 、 担 任 に よ る陶 芸 教 室 を実 践 す る 中で 、 年 配 の 生徒 か ら 自分 の若 い 頃 の話 題 が 聞

け る な ど、共 に過 ごす 時 間 の 中で 会話 が生 まれ、 気 心 が 知 れ て い くこ とが実 感 で きた 。

最 初 の ア ンケ ー トで は、 前 提 条 件 と して 「互 い を批 判 しない こ と」 を提 示 しなか っ たため 、

これ まで に正 当 な評 価 を受 け る経験 が 少 な く、 自信 の もて ない 生 徒 や 教科 の 学 習 で 手 い っ ぱ

い で 、他 の 活 動 まで 手 が 回 ら ない 生 徒 な ど、生 徒 の 消 極 的 な反 応 が み られ た 。

こ れ らの こ とか ら、生 徒 に は物 事 をや ら され て い る と感 じさせ ない 配 慮 が 必 要 で あ る。 そ

の た め に は 、主 体 的 に集 団 活 動 を楽 しみ 、 経験 を さらに積 ませ 、負担 感 を超越 した"楽 しい"

とい う動 機 付 けが 生 ま れ る よ うに継 続 的 な取 り組 み が大 切 であ る 。

2度 目の ア ンケ ー トか らは 、次 の よ う な 回答 が 得 られ た 。

〔文 化 祭 展 示 の感 想 〕

・仲 間が ど うい う趣 味 を もっ て い る かが 分 か った 。 個 々の性 格 や 人柄 も見 え た 。

・私 は気 持 ち の優 しい 、元 気 で欲 張 りな人 た ち とい る こ と を嬉 し く思 い 、学 校 に 来 る 楽 し

みが 増 した 。

・時 間 が な い 割 には 、皆 で て きぱ き と行 動 したの で バ ラ ンス が よ く多種 多様 で 良 か っ た 。

〔教 え られ る こ と〕

・楽 しい 山歩 き ・教 わ る こ とば か り

〔教 えて ほ しい こ と〕

・外 国 の言 葉 ・編 み物 ・私 の 明 日 ・人 との接 し方 ・ペ ーパ ー ク ラ フ ト

・や っ て み た い こ と を教 えて くれ る人 が い た ら、時 間 の 許 す範 囲 で や っ て み た い 。

年齢 や 就 学 目的 の 異 な る集 団 で あ る 同級 生 の考 え を聞 い た り、 自分 を表現 した りす る こ と

で 、 生徒 の 中 に は、 積 極 的 に あ る い は消 極 的 で はあ るが 、 人 とか か わ ろ う とす る姿 勢 が 生 ま

れ て きた 。 しか し、 依 然 、 人付 き合 い に戸 惑 っ てい る生 徒 や 傍 観 して い る生 徒 もい る 。 こ の

よ う な生 徒 に は 、学 校 生 活 の あ らゆ る場 面 で 、意 図 的 な場 面 設 定 を工 夫 し、集 団 の 一 員 と し

て の 意 識 を高 め る こ とが 必 要 で あ る。

中国 語 講 座 で は 、「さ まざ ま な 国の 人 間 が 集 って い る ホ ー ム ル ー ム はあ ま りない 」 「自分 た

ちの 置 か れ て い る環 境 は恵 まれ て い る」 な どの意 見 が 出て きた 。 ま た 、 「他 国 の 言 語 を知 ろ

う」 「異 文 化 を知 ろ う」 な ど、互 い を知 り合 う こ とへ の 意欲 が高 まっ た 。 こ の こ とか ら、 生

徒 一 人 一 人 の 能 力 や経 験 を活 用 す る こ とで 、 「生 か し生 か され る」 集 団 を 生 み 出 し、 豊 か な

人 間 関係 が 築 か れ る こ とが 分 か っ た。

今 回講 師 を経 験 した生 徒 や 教 わ った 生 徒 の 中 か ら、 ミニサ ー ク ル活 動 は 、 共 に過 ごす 時 間

に制 限が あ り、心 理 的 余裕 が ない 状 況 の 中 で 、主 体 的 に人 とか か わ りを もた せ る機 会 と して

有 効 で あ る こ とが分 か っ た。 今 後 は、 担 任 主導 か ら生 徒 主 導 へ 移 行 し、 生 徒 が 主 体 的 に活 動

して い る こ とを実 感 で きる よ う に工 夫 す る 必 要 で あ る 。 そ して 、生 徒 た ちの 中か ら さ ま ざ ま

な ミニサ ー クル 活動 が生 まれ 、 こ れ らが 同 好 会 や部 活 動 な ど学 校 全 体 の活 動 へ と拡 大 して い

く よ うに工 夫 して い くこ とが 大 切 で あ る。
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3学 校 行事

一教科 学習 との関連 を図 った移動教室 を通 して、生 きる力 をはぐくむ指 導の工夫 一

(1)ね らい

今 日の生徒の状況 をみる と、集 団への帰属意識 が薄れ、 日々の学校生活 において も意欲 の

欠如や相互の協力関係が希薄であった り、自主的な取 り組みがで きない生徒 が増 えている。

それ は、相互の精神的 なつ なが りや過去の成功体験 が少なかった り、学校生活の中で、 自分

の よい面や持 ち味 を十分 に認識で きていなかった り、 また、学習 において も学 び方が分 か ら

なかった りな ど、 さまざまな要因 による。

本事例 では、今 日の生徒 に主体的にた くましく生 きる力 を育 成す るためには、多様 な場 面

でのアプローチが必要であ る と考 えた。それには、教科学習 との連携 を図った旅行 ・宿 泊行

事 を通 し、平素 と異 なる生活環境 にあって、共 に見聞 を広める中で、望 ま しい人 間関係 をつ

くる ことが有効 と考 えた。以上の こどを踏 まえ、本校で毎年実 施 されている移動教室の中で、

次 の3点 をね らいに設定 し、学年の取 り組 み として実践 を行った。

① 生徒相 互の精神 的つ なが りを図 るとともに、集 団への帰属意識 を高める こと

② 集 団活 動の中で、生徒一人一人の よさを認 め、成功体験 を支援 する こと

③ 教科学 習 との関連 を図った集 団活動の体験 を通 して、自主的 な学習態度 を養 うこと

(2)対 象1年 生1ホ ー ム ル ー ム(40名)単 位 で6回 実 施

(3)方 法

多様 な場面 を通 して生徒相互の精神 的つ なが りを図 るために、複数 の教科 ・科 目(地 理 ・

生物 ・国語)の 協力 を得て、2泊3日 のホームルーム活動 と教科学習 との連携 を図った 「移

動教室」 を5月 に実施 した。生徒 には、3日 間の集団活動の中で所期 のね らいを達成 させた。

ア 行程 ・内容の決定

【春季休業 に入 る前 までの取 り組み】

① 新学年 団が 決定後 、学年 団か ら教科担 当者へ協力 を依頼する。次 に、協力科 目(地 理 ・

生物 ・国語)の 担 当者 と学年 団で、双方の考えを出 し合 って、行程 を検討 し、決定する。

② 行程 に合 わせて、教科担 当者が各協 力科 目ごとに生徒が行 き先の 自然 ・文化 などに親 し

み、見 聞を広 め ることので きる課題 を設定する。

【新学期 か ら出発 までの取 り組み】

③ 生徒 への周知 は、 ホームル ームの時間 と該 当科 目の授業 で行 う。ホームルームの時 間で

は 、実施の 目的 ・班分け ・諸注意 などを中心 に行い、該当科 目の授業で は行 き先 の自然 や

文化の事前学習や課題の解 説 を中心 に行 う。

④ 学年団の移動教室係が中心 となって、教科担 当者の協力 を得 なが ら下見 を行 い、指導 計

画 を作成 し、全体の しお りを発注する。
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【行程の一例1

〈第1日 目〉新宿西 口出発 一丸木美術館 一桐生織物参考館 一(昼 食)一 富弘美術館 一足尾

ダムー学校 山荘 一植物採集 一(夕 食)一 学習

く第2日 目〉学校山荘一奥岳一薬師岳 … 安達太良山山頂 … くろがね小屋(昼 食)…

奥岳 一岳温泉(軒 並調査)一 学校山荘 一(夕 食)一 ホームルーム活動

く第3日 目〉学校 山荘 一智恵子の生家 ・記 念館 一五色沼散策 一(昼 食)一 新宿西 口到着

注1)第1日 目と第3日 目は、生徒 は事 前に与 え られ た発表項 目をバ ス内で1人 ずつ 解

説 をす る。

注2)下 線部分 は見学 だけで な く体験 的な学習 を行 う。

イ 事前学習

① 移動教室 申のホームルーム活動の内容 は、文化祭 の出 し物の検討 を含め、ホ ームル ー

ム ごとに生徒 達の話 し合 いを通 して決定 させ る。協 力科 目の課題 につ いては、生徒 の興

味 ・関心 に合 わせ、事前 に複 数設定 された課題の中か らグループ課題 と個人課題 をそ れ

ぞれ選択 させ 、共通の課題 に取 り組 ませ ることで相互の精神 的つ なが りを図る。

② ホ ームル ームで、生徒 の係分担 を決定 し、ホームル ームの しお りを作成 させ る。

③ 該当科 目の授業では行 き先の 自然や文化 をグル ープや個人で調べ 、バ ス内発表 原稿 と

その他の事前 提出物 を作 成 させる。

○ 留意事 項

.ホ_ム ル_ム での話合 いや協力科 目の課題 の作 【教科(地 理)の 課題の例】

業 をす る中で、一人一人の良い ところを見つ け る

努力 をさせ る。

・ 協力科 目の課題で は、調査形式などを工夫 して、

互 いに励 ま し励 まされ る場面がで きるようにす る。

ウ 実施中の体制

①

し、相互 に協力 して進め る。

②

合 時間 ・場所 な どの指示 を担 当す る。

③

また、夕食後 の学習指導の指示 を与 える。

④

の他生活指導全 般 を指導す る。

⑤ バス内発 表の評価 は引率教員3名 で行 う。

○ 留 意事項

75万 分の1コ ース図の作 成

「二本松 」土地利用 図の作 成

バス内発 表内容の作成

ホームルーム担任 と教科担 当者及び生活指導担 当者 の計3名 の引率教員で役割 を分 担

ホ ー ム ル ー ム担 任 は 、開 校 式 ・閉校 式 、 ホ ー ム ル ー ム活 動 、見 学 場 所 との 交 渉 及 び 集

教科担 当者 は、生徒 のバス 内発表 を促 し、発表への コメ ン トと行 き先の解説 を行 う。

生活指導担 当者 は、登 山の支援 をす るとともに、ラジオ体操、食事の用意や清掃 、 そ

・ リー ダー シ ップ の発 揮 や 、取 り組 み の 成 果 な どを積 極 的 に褒 め 、集 団生 活 上 の さ ま

ざ まな チ ャ ンス を と らえ て生 徒 を励 ま し、 指導 ・助 言 を行 うよ う心 が け る。
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工

董欝 灘 簿 　 ピ ㌧鞍 調鰍/

:灘雛 蒸;総 資蓋誰1
に あ る よ う に、 記 録 させ なが ら散 策 させ 、

歩 き終わると記録ができあがるワークシー 属 撃

トを持 たせ た)。

事 後 学 習 五色沼では各沼の説明板の内容を記録し、pH検査をしながら散策する。

① 文 化 祭 の 出 し物 の企 画 書 を作 成 し、今 後 の進 め 方 を検討 させ る 。

②

・ 登 山 、散 策 で は グ ル ー プ ご とに弱 い者 の立 場 にた っ て行 動 させ 、で きるか ぎ り励 ま し

励 ま され る場 面 をつ くる よ う努 力 をす る 。

文 化 祭 の 出 し物 の話 合 いで は、 移動 教 室 中 に学 ん だ こ とを も とに考 え させ 、教 科 との

連携を図る。 糊 凹 盛騨 咋謡 醜 耀穐 鋤 路灘ジ.

安達娘 醗 山価 色沼散策では、安i＼ ＼ ㌻ 鴫 一」1、

移動教室 を通 して調べた ことをまとめて、(a>レ ポー トを作成(地 理)、(b)模 造

紙上 に共 同研究 の成果 を発表(生 物)、(c)移 動教室 をめ ぐっての"感 動"を 詩や短歌

で表現(国 語)さ せ 、自然や文化、地域社会への関心 と理解 を深め させる。 これ らは、

文 化祭 や学校説 明会 に学年行事の記録 として展示紹介 した り、記 録文集 を作 成 した りす

る。

○ 留意事項

・ 生か し生か された場面を思い起させ、相互の精神的つ なが りが図れたかを考 えさせ る。

(4)結 果 と考察

生徒 の感想や実施 後の様子 か ら、移動教室 を通 して次の よ うな変化がみ られた。

① 教員 の指導 の もと、文化祭 の出 し物 の準備のために生徒 たち自身でホ ームル ーム合 宿

を企画す るなど、実施前 に比べ ホームルームの人間関係が深 ま り、連帯感 も高 まった。

② 「い ろい ろな体験がで きた」 な どとい う感想が あ り、課題 を解決す るうえで多様 な場

面が設定で きた。特 に、登山な どでは互い に励 まし合 って、ペ ースが遅い生徒 を生徒 同

士で気遣 うなど 「生か し生か される」場面が形成 されやす かった。 また、 「勉 強 は大変

だったが 、達成感が あった」 とい う感想 もあ り、意欲 を喚起 された生徒 も多か った。

③ 日常の活動 において も積極 的に協力関係 をつ くって、 自主的 に取 り組むようになった。

④ 教員 も3人 で指導す ることに よ り生徒 に対す る見方が広が り、多面的な指導がで きた。

この実践か ら、集 団活動 において、教科学習 との連携 を図 り、生徒が自ら達成感 をもち、

一人一人 のよさを認め合 う場 面が多様 に設定で きれば
、生徒 の主体性 や社会性が効 果 的

には ぐくまれ ることが分かった。 また、自主的 な学習態度 を養 うこ とや、相互 の精 神 的

つ なが りを深め るこ とも実証 された。今後 は、この結果 を踏 まえ、継続 的に生徒 の主 体

性や社会性 を伸長 してい く体制づ くりが必要であ る。
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4 生徒会活動 一文化祭運営指導 を通 して、生徒会役 員の リーダーシップ育成の工夫一

(1)ね らい

本校 の生徒 会役員 は、例 年5月 に選 出された1・2年 生で構成 されてい る(任 期1年 。 再

選可)。 生徒か らの立候補 は少 な く、毎年、担任 団等教員の指導 によ り定 員 を満 た してい る

ので、選挙 も 「信任」投 票 となっている。このため、選出 された役員が 、い きな り主体性 や

リー ダー シップ を発揮 して、生徒会活動 を興隆 させ ることを期待 するこ とは難 しい。

そ こで、生 徒会活動 を通 して生徒 たちに意欲 を育て 、早急 に主体性 と社会性 の育成 を促す

中で、役員 と しての リー ダー シップを育 成 したい と考 え、次の3点 をね らい とした。

① 生徒 会役員が文化祭の運営 に向けて、それぞれの役割 を分担 し、計画 を立 てて主体的 に

実践す るとともに、その結果 を成功 体験 に結 び付 ける。

② 生徒会活動の 中で 自他 を肯定的 に理 解する とともに、互い に支 え合える関係を実感す る。

③ 「生か し生か され る」体験 を通 じて、主体性 と社会性 をは ぐくみ、 リー ダー と して行動

しようとす る態度 を身 に付 ける。

(2)対 象 生徒会役員 13名(1年 生5名 、2年 生8名)

(3)方 法

9月 下旬の文化祭 に向 けての企画 ・運営 を表1に したが って実施す る。その過程の中 で担

当教員 と生徒会役員 との 『面談』、生徒会役員 による 「準備状況報告会』 を行 う。

表1指 導計画

実施時朗 生徒会役員の活助 敏員の指導 ・撮助

5月 Q新 年度を迎え、生徒会役員としての1年 間の活助目標を設定する.'

Oお 互いを知 り、友人関係を作り出す.

O全 校生捷へのアンケー トの実施 を実応 させ、生崔の代衰という意霞を強化する.

O定 例会を設け、定期的な交滴の機会を用意する.

7月

0生 徒会役員 ・文化祭実行委員でなくとも、「やってみたい ・手伝いた

い」という気持ちのある生従を集めてリーダー研修会を実施する。

O文 化祭に必嬰な役剖を決め、その役副をやりたい生徒がグルー7と な

ってその役割を握当する.

O役 員・委目以外の有志参加を認め、既にある友人闘係を基礎に活助させる。

O役 割ごとに 「やる気」のある生徒を果合させ、そこに指導教員を配置する体制を整え、

生従の主体的な活勤を尊重するとともに、他人との協口を促 しながらグルーアとして

活助できるよう配億するg

口季体藁中 O担 当ごとに、それぞれ計画を立てて活勤する.

(活勤計画は生琵会役員が管理 し.連 絡 ・調整にあたる)

O活 動計画の立案 ・実施において、クラス活助や部活助等との両立、閏人の都合ができ

るだけ配慮されるよう指導する.

9月 初旬

蜂鵬 藻擦蟻甕雛iii

Oで きるだけ時闘をかけ、気軽な雰囲気の中で生徒の心情の傾聴し、励ます.

O必 要なら、他の教員の協力を得ながら支援策を用嵐する。

9月 中旬

Oメ ッセージカー ド(参 考Dを 活用し、事前指導を十分に実施する。

O報 告会のために十分な時間を用意し、余裕のある繊事進行を指導する。

O司 会者を支援し、参カロ者の遵帯感を深め、相互脇力態勢の樽築を支援する。

当 日 O生 徒会室を本部とし、生徒同士が相談し合い、協力し合う.

O生 徒全員で生徒会役員の努力に感謝する.

O生 徒会役員のこれまでの努力を、教員がそれぞれの立場で貫賛する体制を作る.

0文 化祭実行委飼に指示し、一般生徒が生徒会役員に感謝する企団を用意させる.

題0月 上旬 0事 後学習会を実施する。 O生 徒会役員に自己の成長を確箆させ、今後の活勤に意欲と展望を持たせる.

ア 面談の実施

〈 目 的 〉

① 立候補時の初心 を思い出 させる。

② これ までの活動の過程で達成 ・成長 した点 に気付かせ る。

③ 課題 に気付かせ、見通 しをもたせ る。
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〈指導 の工 夫 〉

① 個人面談 とし、最低20分 は実施で きるよう準備 をす る。

② 生徒 用の席 を3つ(机 を挟 んだ正面 ・斜 め横 ・側面)用 意 し、生徒 に選択 させ る・

③ 生徒の悩 みや不満等 を傾聴 し、支援 す る。

生徒の感想

・思 って い た こ と、 何 とな くモ ヤ モヤ して い た こ とが言 葉 に な った 。

・違 う タ イ プの 人 と、 もっ と仲 良 くな ろ う と して い な か っ た こ とに気 付 い た。

・自分 の長 所 は、 だれ か にほ め られ た と きに気 が付 くこ とが 、今 日、初 め て分 か っ た。

・今 の 自分 を変 え た いの か 、 変 えた くな い の か分 か らな くな っ た 。考 え た い 。

イ 準備状況報告会の 実施

く 目 的 〉

① 生徒会役員 及び、文化祭実行委員相互 の連帯感 を深め 、豊か な人間関係 を築 く。

② 努 力 した点 を互 いに認 め合 う中で、生 きがいを見 い出 し、 自己の存在 感 を実感 する。

③ 協 力の大切 さを理解 させ る とともに、積極的に他 を援助 しようとす る態度 を育 て る。

〈指導 の工 夫 〉

① メッセー ジカー ド(図1)を 活用 し、互いの努力 した点 を互い に認め合 う雰囲気 を生 み

出 し、準備状況報 告会が円滑 に実施で きるようにする。

② 準備状況報告会の実施 にあたっては、十分 な時間 を確 保 し、「互いの努力 を評価 す る」

「すす んで相互 に援助 し合 う」姿勢 を育 てる。

Aメ ッセージカー ドの活用

① 教員が あ らか じめ文章の印刷 された 「感謝状」や 自由 にメッセージを記述 で きる様式 の

カー ド等 のメ ッセージカー ドを用意する。

② これ らのメ ッセージカー ドを何枚使 うか、また、誰 に贈 るかは生徒 の意思 に任せ る。

「仲間の活動 をよ く思い出 して、感謝 と賞賛 を贈 る」 こと、「なるべ く大勢の仲間に カー

ドを贈 ろ う」 と助言す る。

③ 完成 したメ ッセージカー ドは、必ず教員 が見て、人権上の配慮 を行ってか ら生徒に渡す。

④ メッセージカー ドが少 ない生徒 には、教員か ら励 ましと今後の活動への助言 を行 う。

図1メ ッセ ー ジ カ ー ド
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B準 備状況報告会への配慮事項

① 実施 日時 を文化祭1週 間前 の土曜 日午後 とし、その 日、各担 当の活動 は休止 させ 、十 分

な時間 を確保す ることで、気持 ち を報告会 に集 中させ る。

② 各担 当者 は、 まず 「達成で きた こと」 を報告 し、他の生徒 には、 「達成 」 に対 す る感謝

と賞賛 をさせ る。

③ 次いで、各担当者 に、「遅 れてい る部分」 とその原因や悩み を説明 させ、他の生徒 には 、

「原因 と悩 み」 を解決す るための代案 と援助で きる ことを提案 させ る。

④ 各担当 ごとに 「これか ら努力する こと」 を整理 させ る。そ して、 「自分 た ちの努力 だけ

で は心配 なこと」 に関 しては、援助体制 に不備が ないか、参加者 全員 で確認 させ る。

生徒の感想

・自分 が 頑 張 っ てい る こ とが 分 か った 。

・困 っ てい る こ とを 困 って い る と言 えた 。(言 っ ち ゃい け な い と思 っ て い た。)

・あ ま り仲 良 くなか っ たAさ んが 、 自分 の こ と を見 て い て くれ たの が 驚 きだ った 。

・B君 が こ ん な に頑 張 っ てい る ん だか ら、 自分 も、 もっ と頑 張 れ る と思 っ た。

・み ん な も忙 しい の に 、「少 しで い い な ら、手 伝 って あ げ る」 と言 わ れ て 、感 動 した 。

(4)結 果 と考察

本研究 は、活動期 間を、夏季休業 中まで を 「人間関係 の出会 いの時」、9月 か ら文化祭 当

日までを 「人 間関係 の殻 を破 る時」、文化祭終了か ら事後学習 まで を 「活動 が 思い 出 にな る

時」 の3期 に分 けて実践計画 を作成 した。(表1参 照)

① 人 間関係 の出会 いの時

活動 に際 して、役員 の友達 も参加 させ、す ぐに多様 な個性 との交流 を求 めず、 ゆ と りを

もって仲 間 を発見 させ た。生徒 か らは、概 ね 「楽 しい」 とい う反応 が返 って きた。

② 人間関係 の殻 を破 る時

リー ダーシ ップの発揮 が苦手 な生徒 たちを支援す る目的で実施 した面 談 か ら、 「褒め ら

れる ことの大切 さ」 が判 明 した。生徒 自身は 「当た り前」 と思 うことを、教員が 「きちん

と」 「上手 に」 褒める とともに、生徒 同士が 「互いの個性 の認め合 い、努力 に対 して正 当

に評価 し合 う」機会 を与 えるこ との重要性が確認 された。

準 備状 況報告 会では、当初 、「この忙 しい時期 に時間が もったい ない」という反応 もあっ

た。 しか し、討 議が進み、「悩み」 に対す る援助や提案が繰 り返 されて い く中で 、生 徒 た

ちの中 に連帯感が育 っていった。報告会 は、生徒会 長の 「困ったこ とが起 きた ら、お互 い

す ぐに相談 しよう」 とい う発言 で締 め くくられた。

③ 活動が思い出に なる時

「あの時の 自分 に反省」 「良い思い出」 とい う発言 に とどま り、「成 長」 とい う趣 旨の 発

言 は少 な く、 また、 リー ダーシ ップが発揮で きた理由 も、「立場」「状況」 とい う外 的 な条

件 に遭遇 したか らと認識 し、 自己の成長 という認識は低かった。 「良 い思 い出 にで きた 自

分 を成長 と捉 え、新たな 目標 をめ ざす」 ためには、教員の指導 とともに、生徒相互が他 者

の個性 や努力 を正 し く評価 し、励 まし合 う機会 を与 える ことが必要 である と判明 した。
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5生 徒 会 活 動 一 ボ ラ ンテ ィア活 動 を通 じ、 生 きる 力 をは ぐ くむ指導 の工 夫 一

(1)ね らい

本校の生徒会活動は 「何 をすればいいのか」 「何がで きるのか」 を考 え、 生徒 会組織 の在

り方 につい て模索 してい る。 また、役員構成が、居場所 を求めて集 まって きた集 りであ る場

合 もあ り、全般的 に活動 は低迷 している。生徒 会役 員会で 、担 当教 員が 「今年 は違 うそ」

「新 しい取 り組 み をしよ う」 と指導 し、具体的 かつ短期的 な目標 を与 える こ とで 、生 徒 た ち

は、新 しい試 みを考 え、予想以上 の成果 を挙げる ことがある。そこで 、生徒会活動の活性 化

を図 るため に以下の具体的 なね らいを設定 した。

①

②

③

国際貢献 ボラ ンテ ィアを通 して 「生 か し生か され る」経験 を させ るこ と

定例会 の話合 いで 「短期的な 目標」 を設定 し、活動 の中で成功体験 を させ る こと

定例会 の話合 いの内容 を議事録 に記 入させ、次年度のマニュアル として活用 させ る こと

② 対 象

生徒会役員 と有志

10人 ～18人

(3)方 法

創 立20周 年 記 念 行

事 の 一 環 と して 、

学 校 内 の 身 近 な 問

題 を取 り上 げ 、 や

りが い の あ る 高 校

生 ら しい活 動 、 社

会 に貢 献 で き る活

動 を話 し合 い 、 国

際貢 献 ボ ラ ン テ ィ

ア活 動 に取 り組 む

こ と に決 定 した 。

支援 団 体 を選 ぶ に

当 た って イ ン タ ー

ネ ッ トを利用 して 、

NGOジ ヤ パ ン ・

マ ザ ー ラ ン ドア カ

デ ミー を通 して 支

援 を行 うこ とに 決

定 した 。

表1活 動経過 と短期的 な目標

活動経過 短期 的な 目標

6 ・生徒会執行部でボランティアを行 うことに決定

月 ・生 徒 会機 関 誌 「Window」 で 公 募
・公 募

・垂◎名 の参加 で発 足

・定例 会 、係 り分担 、 ボ ラ ンテ ィ ア団 体 の研 究 、 ・資料集め

資料集め くイ ンターネ ッ トを活用)
・5団 体 に絞 り とア クセ ス ・団体 とア クセ ス

・NGOマ ザ ー ラ ン ドア カデ ミー に決 め る ・決 定

・「ボラ ンテ ィア チー ム ど らえ もん 」 ・名 前を決 め

機 関誌 を 「なんで も ドア」 と名付 ける
・出版社 に許可願い を出す ・許 可願 い

・PTA総 会で趣旨説明協力要請する ・PrAに 協 力

・手 作 りTシ ャ ツ(シ ルク印刷 ・コンピュータ転写) ・デザイン作成

・謙ンピ瀧一 タ転写紙 を販売元に無償提供要請 ・要 請

7 ・5VC本 部訪問、文化祭用の資料 を予約す る ・訪問資料集め

月 ・マ ザー ラ ン ドア カデ ミー 訪 問 、 荷積 作 業 、 物 資 ・訪問体験

仕分け梱包など体験する

8 ・文化祭展示物作成 ・準備

月 ・バザー用オ リジナルTシ ャツ作成120枚 ・手作 り

・バ ン グ ラデ ィ ッシ ュの 工芸 品

9 ・バザー用品受付開始

月 ・ネ グ ロスバ ナ ナ発 注 ・バ ザ ー 用

・マ ス コ ミにア クセ ス ・宣 伝

・文化祭出展

・段 ボー ル の調 達 ・ス ー パ ー マ ー ケ

・外部か ら物資 が届き梱包作業中止 ッ トへ

1◎ ・叢◎月の物 資 運 搬 を 中止11月23日 に 決 め る ・物資仕分け

月 ・外部か ら物資 が届 く

・物資の仕訳作 業

11 ・20周 年記念で報告 ・報告

月 ・殺ボールに梱包38箱 ・梱包

12 ・23日 、 品川 埠 頭 で 船積 み 作 業(パ レッ ト積 み)
・船積 み作業

据 ・文 化祭 、バ ザ ー での 収益 金 を募 金(植 林 互75本)

1 ・関係各 方面へ報告 ・報 告

月 ・活 動 の ま とめ ・ ま と め

2 ・ギな んで も ドア」 で 活動 報 告 ・機闘誌で報告

月 ・生徒会で継続す るこ とを決める ・継 続 す る
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6月

校 内か ら有志 を募 り、生徒会役員 と合わせ て

チーム を結 成 し、名前 を 「夢 の実現」 な どの発

想 か ら 「ドラエ もん」 と し、機 関誌 を 「なんで

も ドア」 と した。呼称 の使用は出版社 と話 し合

い許可 を もらっ た。(図1.2)毎 週の定 例会

で、PTAに も参加 を要請す ることにな り、代

表者がPTA役 員会 に出席 し趣旨説明を行った。

7月

資料集 めに、JVC本 部 を訪 問 し、南北格 差

の問題 、食糧 問題 、 自活 の問題 、現地で活動 し

て きたス タッフの話 を参 考に、写真 や本 な ど文

化祭 で必要な資料 を予約 した。

夏期休 業中

物 資の仕分け と梱包作 業の体験 を行った。

9月

図1文 化祭出展内容

〈準備 〉

バザーVolunteerTeam

・PTAの

協力で

不要 品集 め、仕分 け作業、値札付 け
・手作 りTシ ャツ(コ ンピュー タ転写 紙を販

売元 に無償提供 を求 め活動 を行 ったが、企

業の協力は得 られなかった)

展示
・資料集め

〈当 日の活動 〉

・教室 で、エ コ ノー ト(手 作 りノー ト)作 り
・バザーをPTAの 協 力で担当 した。

・植 林募金(募 金者 の名前 と、現地で水 をあ

げる子供の名前 を併記 し植 林をす る)(写 真

1)
・マ リ共和国 の実状や ボラ ンテ ィア活動の実

体な どの展示
・物資や募金のの受付

文化祭 当 日の活動 を校内か ら地域 に広げ ることを話 し合い 、新聞社 に取材 を要請 した。

文化祭当 日

展示 とバザ ーの出展 を した(図1)。 新 聞社 が文化祭 当 日取材に来て、地域版 に掲載 された。

文 化 祭 後

物資 の整理 を始めるが、新 聞記事 を読 んだ地域の方か ら続々 と物資 が届 いた。

12月

段 ボール38箱 に詰めた物資 を担 当者 の車 で品川埠頭へ運び、時折小雪 が降る中、生徒 会役 員

と有志 はパ レッ トに段 ボール を積 み、 ビニールでカバ ーをす るな ど、荷積 みの作 業 を した。 文

化祭の売上金 とバザ ー売上金は、全 額植林募 金にあてた(写 真1)。

図2機 関紙 「なんで も ドアー」

鰯難蘇撫 隣
悌'　 うな　 … 蝋.1'-a'-e"F`亀

ft℃ い う;tnthVっ て ξ ≧しf偏 〔二の,し じ つい{

気≧.女4し 懸 のk・,,.vで 艶 教 レて いき'ニ レ1℃匙 て・ゆ す ・)

コ7テ ナジ蔚 閥 も船4吏55憩
り・n'5)で 蓬 り きす 。聖つt鉾 り

し蓬 中ぐ ゆ り・^ラ駄 例 ・a4

t"11ft。 ・h'7t;リ す わら い1・

摩.吏b9・`ち う じ、ロキ 感 フっり ㊧ より毛 フジ9乳 二

tUe劉bSs・ ら4デ ア・s権 助 ず心tt・

ユ多ヒ フejゾCtSt'k.t熔 田4キ ・`仁
し・e。狛 らのΦ 内 島tS蘭 をっずA更 って毛らうのセuし'o

曾 お嚇 醐 蹴噸 　 い'

・et"t・rsS・fiい ・Wi/a,)gs。 国e^のA助e*"sの

でき ち,ttぜ3う1彪 困 ず セ董う.
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1月

関係各方面 に報告書 を送付 し、活動 のまとめ を 「なんで も ドア」で報告 した。次年度 も継続

す るこ とを確認 して活動 を終 えた。

図3活 動を通じて思ったこと(生 徒達の発言から)

0世 界の貧 しい国の実態は、想像 をこえる ものだ とい うことが分か った

○我 々に とってほんの僅かな ことで小 さな命 を救 うことができることが分かった

○有効 な援助は、お金や物 を送ればよい と言 う単純な考 えではいけない と分かった

○人が幸福 であることが どん なことなのか深 く考えさせ られた

0援 助 とは、物 を持 って行 くだけで はダメで、 どこにどの ように配 るか、一番必要な人の ところは

どこか、届け るには どうした らよいか、物をあげるだけで ない援助 とは何かを考えていかねばな

らない ことがわか った。

○援助で私腹を肥やす有力者 、善意 を悪用 した り食い物にす る人 も多いこ とがわかった。

○世 界の情勢政治や戦争 にっいて無関心ではい られな くなった。テ レビ映像 を見ていて もそ こに映

し出されない一般の人々は どのよ うに生きてい るか考えるよ うになった。

0活 動を何年 も継読 している人た ち、遺書を書いて決死 の活動 を してい る人たちの存在 を知 った。

O自 分の少 しの努力や我慢で、 どこかで微笑む子 どもがい るこ とがわか った。

○高校生 でも何か行動す ることで動かせ るものがあるこ とがわかった。

O新 聞記事 な どで外部か らも反応があ り、小 さなカで も心 を通 じさせ ることがで きる と思った。

O最 初に見た夢 は学校 をっ くる ことだ ったが、何十万 円かで学校 とい う入れ物はつ くれて も先生は

ど うするか、学校 どころで ない生活 をしている子 どもた ちの問題、現実の厳 しさを教 えられた。

(4)結 果 と考察

生徒 たちの発想 を具体化す るに当た り、定例会で達成 で き

そ うな 「短期 的な 目標」 を取 り上げ、 目標 を達成す るこ とで

自信 と活動 方法が身に付 く結果 を得た。 また、活動全体 と し

て一つの成果 を得た(表1)。

議事録 を回覧で きる ように したことで、活動 を確認 で き、

新た な発想 を得る結果 となった。国際貢献ボ ランテ ィア活動

の取 り組 みが、生徒 たちに夢 を与 える活動であったこ と、国

際人 と しての 自分 を確認す る ことがで きた こと、 さらに時代

性 に富 んでいた ことが相乗効果 とな り良い結果 を得 た。

写真1高 校 の名札の付 い た
木 を現地 で植林

欝

、〆

耀翻

・彰

蹴 灘1羅三灘 撫麟
こ れ らの こ とか ら、研 究 テ ーマ で あ る 感性 、社 会 性 、主 体 図4今 年度文化祭での新 しい試み

性 の伸 長が確認 で き、所期の ね らい を十分に達成で きた と考

え られる。

また、小 集団で活 きる活動 であった。活動の議事録 は、次年

度のマニ ュアル と して活用 され、生徒 たちに新 しい試 み を発

想 す るための資料 と して成果 を得た(図4)。 今 後 は、 生徒

会 の活動 と しての継続性や仕事量 、ボランテ ィア活動 と して

の集 団の大 きさなどを検討 してい く必要があ る。

・NGOマ ザ ー ラ ン ドア カ デ ミ

一 代 表 の現 地 マ リで の 活 動

報告の講演

・チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト

(音 楽 科 、PTAと 協 力)

・他 校 との連 携(5校)
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6部 活動 一地域社会 ・異年齢集 団 との かかわりを通 して、生 きる力 をはぐくむ指 導 の工夫 一

(1)ね らい

本研 究のア ンケ ー ト結果 か ら、7割 近 くの生徒 は、意見 をだせ る対象が身近 な人間関係 に

とどまっている。 また、生徒 自身が学校生活の中で経験 のないこ とや 、自信の ない ことで、

積極 的に活動 で きない面が ある。また、感動体験 は、学年 の上昇 とともに増加 してい るが、

感動 で きなかった生徒 の理 由の中には、「活動す る場が なかった」、 「一 生懸 命や る人 が い な

かった」 とい う回答 も増加 してい る。

本校で は、部活動 に所属 してい る生徒 の数が年 々減少 して きている。 また、生徒 た ちは、

自分のや りたいこ とだけを行い、準備 や片付 けなどをで きるだけ何 も しないで済 ませ よう と

考 える自己 中心的 な面があ る。 このため、部活動の運営面 に支 障 をきた している。部員 と し

ての 自覚や、部全体や仲間の課題 に対 して意見 を述べた り、話 し合 う関係が 築けない状 況 が

あ り、 さらに、部員間の人間関係が希 薄 とな り、 ささい なことが きっかけで、部 内で起 こる

仲 間同士 の喧嘩やい さかい を生 んでいる。

この ような現状 の中で、一 人一 人の生徒が主体性や社会性 をは ぐくむため には、部員 以外

の多様 な集 団 と一緒 に活動 する機会 を増や し、「生 か し生か され る」 豊 か な人 間 関係 を築 く

こ とが大切 である。

そこで 、本事例 では、次 の3点 をね らい と して実践 を行 った。

① 地域交流 を推進 し、多様 な集団の 中で活動す る機会 を増や し、感動体験 を支援す ること

② 自他の良 い ところに気付かせ、 自信 をもたせ るこ と

③ 集団活動の 中で、集団の一員 と しての 自覚 を もたせ るとともに、集団や他者 に共感 し、

思いや りの心 を育て ること

(2)対 象 硬 式野 球 部15名(3年4名 、2年6名 、1年5名)

(3)方 法

本校硬式野球部 は、地域の小 ・中学生 とその保護者 な ど、地域社会 との交流 を図る目的で、

「地域交流会」 を組織 し、スポーツ大会 などを実施する。 また、青 少年 地 区委員 会主 催 に よ

る 「デ イキャ ンプ事 業」の1つ であるTボ ール大会 に、審判役員 と して運営 面で参加 す る。

これ らの活動 を通 して、学校 の垣根 を低 くし、地域 との情報交流 を促 進 し、地域 に開 かれ

た学校 づ くりと、幼 児か ら高齢者 までの異年齢集団 との活動 を通 して、上記3点 のね らい を

達成す る ことを目指 す。

その方法 と して、次 に挙 げる活動 を繰 り返 し行 う。そ して、一人一人 の生徒 の内面的 な変

化 ・成長 を援助 し、豊 かな人間関係 を築 くことを願 い、実践研究 を行 う。(表1参 照)

①

②

③

④

「地 域 交 流 会 」 「デ イキ ャ ンプ事 業 」 に関 す る ア ンケ ー ト調 査 の実 施

ア ン ケ ー ト調 査 を も とに して 、 部 内 ミー テ ィ ングの 実 施

「地 域 交 流 会 」 「デ イ キ ャ ンプ事 業 」 の 実 施

反 省 会 を も とに した 部 内 ミー テ ィ ング の実 施
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表1 地域交流会及びデイキ ャンプ事業における生徒 の活動 と教師 の支援

生 徒 の 活 動 教 師 の 支 援

地 域 交 流 会 デ イ キ ャ ン プ 事 業

6月 中旬 ○部 内 ミーテ ィ ング.(
スポ ー ツ大 会 に勲い て)、・・

○ アンケー トを実施 し.地 域 との交流 にっ いて生徒 の意見 を まとめ
ミーテ ィングに活 用 させ る(表2参 照)

7月 下旬 ○第1回 スポーツ大会
Tボ ールの試合(小 学生)
合同 ミーティング(小 学生)
地域懇談会後、感想文を書 く

○生徒の主体性 を尊重 し、小学生の良い所をほめるよう助言する○自分
の考えや意見、感想を素直に多くの人の前で発表するよっ助

言する
○活動の様子を写真に撮ってお く

8月 下旬 ○合同 ミーティング(小 学生)練習試合を応援
に来た小学生か

ら意見や感想を聞く

○スポーツ大会の時の生徒の感想文、写真を紹介 し、相互に共感
し、きずなを深めるようにする

9月 中 旬 OTボ ール大会審判打ち合わせ会議
主催者側やTボ ール公式審判員との
運営方法や、審判の役割についての
打ち合わせ

○会議の日時など、主催者側との連絡を蜜にとり、生徒 と主催者側と
の連絡鯛整を行う

○会議は、できるだけ生徒の言葉で話 し合うように助琶 し、生徒の
主体的な参加意繊を深める

9月 下旬 OTボ ール大会
Tポ ール公式審判員と協力して大会

妻携 担当し・大会運営・試合進行
エキ ジビシ ョンマ ッチ を行 う

○生徒の主体性を尊重 し、公式審判員 との協力で試合を進行するよ
う支援する○選手と楽しく

、お互いの理解を深めて試合を進行するよう助言す
る
○活動の様子を写真に撮っておく○感想文

にまとめさせる

10月 上 旬 ○デイキャンプ実行委員会と懇談 ○感想文、写真 を紹介 し、生徒の積極的な意見や感想を引き出 し生徒
の活動が地域に貢献していることを気付かせる

10月 中旬 ○アンケートを実施 し、地域 との活動が自己を見つめ、他者とのかかわり
にどう影響 したか、考える場面を設定する(表3参 照)

○鶴齢獣響灘 礫濃監霜騨奮、錯♀響醐 こ
ス'ボ田ツ畿 会=ヤ.側傘購ル太 会碧振

轍 。難 の軸 繍 、脚 て縫 蓉'「う…

11月 下旬 ○第2回 スポーッ大会
シニアリーグとの野球の試合

躾憲1藤『磁 難 を行う

1

0生 徒の主体性を尊重し、保護者、PTAの 方々と協力 して大会運
営、試合進行を考えるよう助言する
○鍛 ρ辮 繍 を屡搬 蓉喜露字ち聾莇善手宏がけ

2月 中旬 OTポ ール大会
Tボ ール公式審判員と協力して大会
審判 を担当し、大会運営、試合進行
を行 う
エキジビションマッチを行う

○前回の体験をもとに、大会役員としでの自覚 をもたせ、公式審判員と協力し
て、試合進行を行い、主体的に大会を運営するよっ助

言する
○選手と楽しく、お互いの理解を深めて試合を進行するよう助言す
る

2月 下旬 ○部内 ミーテイング
スポーツ大会、Tボ ール大会を振 り返る
今後の地域とのかかわ りについて話 し合う
今後の部活動について話 し合う

1

0ア ンケートを実施 し、地域 との活動を続けたことが、集団の一員
としての自覚にどう影響 したか考える場面を設定する
○生徒相互のきずなを深め、部活動の運営面や仲間の課題に対 して圭体的

に話 し合うよう助言する

(4)地 域 社 会 ・異 年 齢集 団 との か か わ りに関 す る生徒 の 反応 と意 識 の 変 化

活 動 に当 た っ て は 、6月 、10月 に2回 、 部 内 ミー テ ィ ング をお こ ない 、 生 徒 か ら活 動 前

(表2参 照)、 活 動 途 中(表3参 照)の ア ンケ ー トを とっ た 。

表26月 ア ンケ ー ト(活 動 前)表310月 ア ンケ ー ト(活 動 途 中)

① 部活動の楽しみについて書いてください ① 小学生や地域の方と活動してどうでしたか

自分のクラス以外の人 と一緒 になって野球がで き 楽 しかった。意外 と小学生や地域の人 と交流で き

るか ら。合宿 でクラス以外の人 と人間関係が深 ま た こと、そ して小学生や地域 とみんなで スポ ーツ

り一緒 にがんばれ るから楽 しい。 で汗 を流 し、楽 しくで きた ことが うれ しかった。

(2年 キ ャ ッ チ ャ ー) (2年 キ ャ ッ チ ャ ー)

② 小学生 とのTボ ールの試 合はどうですか ② 何か感動したことや考え方に変化はありましたか

何のため にするのか意味が分 からなかった。 小 さい子供たちのプ レイ をみて いた ら、むちゃ く

ちゃで、でも楽 しそ うにやっていて、 「昔の 自分 も

あんなだった んだ ろうなあ」 と思い.懐 か しく思 っ

(2年 ピ ッ チ ャ ー) た 。(2年 ピ ッ チ ャ ー)

③ 地域 の人 とスポ ーツ をやった ことが ありますか ③ 今後の部活動にどう役立つと思いますか

小学 生の時 にやった ことが ある。 部 員 と一緒 にや る ことで、み んな と話せるよ うに

な り、Tポ ールの時みたいに、大人に優 しくされ

たよ うに、私 もみんなに優 しくしよ うと思 う気持

(1年 マ ネ ー ジ ャ ー) ち を も っ た と 思 う 。(1年 マ ネ ー ジ ャ ー)
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ア6月 ア ンケ ー トの 回答 か ら

① で は 、 「運 動 す る こ とが 好 き」 「他 の ク ラス 、 学 年 の 人 と話 を す る こ と」 「み ん な の 手 伝

い が で きて 楽 しい し、 マ ネ ー ジ ャーの 仕 事 も楽 しい」 な どの内 容 が あ った 。

② で は 、 「別 に悪 くな い 」 「楽 しそ う」 とい う回 答 もあ っ た。 ほ とん どは 、 「意 味 が な い 」

「関 心 が ない 」 「嫌 だ」 と回答 して い た 。

③ で は 、 「ない 」 と回 答 した生 徒 は 、15名 中12名 だ った 。

イ10月 ア ン ケ ー トの 回 答 か ら

① で は、 「は じめ は嫌 だ な 一 と思 っ たが 、 意外 と楽 しか った」「み ん なが 楽 し く一 生懸 命 や っ

て い た」 「い い経 験 を した」 な どの 回答 が あ った 。

② で は、 「何 よ りも助 け合 い なが らや って い て 感動 した」 「人 との接 し方 の難 しさ を知 っ た」

な どの 回 答 が あ った 。

③ で は 、 「部 員 同士 話 し合 え る よ う に な る」 「自分 の こ とば か り考 え な い で 、他 の 人 の こ と

を考 えた り、 仲 良 くで き る よ うに み ん なが 心 が け れば い い と思 う」 な どの 回答 が あ っ た 。

(5)小 学 生 の 感 想

○ 高校 生 は 強 か っ た よ。友 だ ちが 高 校 生 にホ ーム ラ ン を打 っ て と言 っ て 、高 校 生 は ホ ー ム

ラ ンを打 っ て くれ た よ 。 それ で ア ウ トに なっ た よ。僕 は笑 っ た よ。 楽 しか った よ。

※)特 別 ル ー ルで 生 徒 の ホ ーム ラ ンは ア ウ トに な る。(小 学1年 生)

○ チ ー ム を決 め て 、 ル ー ル を聞 い て 、Tボ ー ル大 会 が は じま りま した 。 僕 は、 強 くバ ッ ト

を振 っ た け ど、 あ ま り飛 ば なか った 。 で も、 お兄 さ んた ち は、 ホ ーム ラ ンや 強 い ヒ ッ ト

を打 っ てす ごか った で す 。 また 、 や っ て下 さい 。(小 学3年 生)

○ 今 日 はTボ ール の 試 合 を して 下 さっ て あ りが とう ご ざい ま した 。 い い 思 い 出 に な り ま

した 。 次 回 や る と き は、ぜ ひ野 球 を教 え て下 さ い。 今 度 、 僕 た ち の練習 に も来 て下 さい 。

(小 学6年 生)

(6>結 果 と考察

本校 の硬式野球部 の生徒 は、小学生 との 「地域 交流会」 での スポ ーッ大会 を契機 に地域 と

の交流 を重ね て きた。 日常の学校生活 にない幅広 い異年齢集団 との活動は、生徒 たち に とっ

て は多 くの感動 を生 んだ。 この感動体験 は、幼児 か ら高齢者 まで様 々な人 と触 れ合 った こ と

にあ る。 さ らに、学校で は教わ ることの多 い生徒が 、地域社会の中で、小学生や 中学生 に野

球 を教 えるこ との難 しさや喜 び を感 じた り、また、審判員 と して主体 的に大会 を運営 した 成

就感や 自信 を体得 した ことが大 き く影響 した と考 えられる。生徒は、多様 な集団の中で、様々

な立場の 自分 を体験 し、 自らを見つめ、人 との出会い によって感性が磨 かれ、主体性 、社会

性 を高めてい く。 この体験 を通 して、部員 には、相互の きずな を深 め、部活動の運営面 や仲

間の課題 に対 して、相手 の考 えを受 け入れ なが ら話 し合 う雰囲気が徐 々に生 まれ た。自分が

部 の中でかけがえのない存在で あるこ とに気付 き、仲 間同士 、支 え励 ま し合 う関係 を築 くこ

とがで きた。

今後 の部活動指導 では、教員が 、生徒 に多様 な集団で活動す る機会 を増や し、生徒の個 性

や能 力を伸長 させ 、指導す る立場か ら生徒 の成長 を願 い、支援 ・援助することが重要である。
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Vま とめ

本年 度の教育研究員特 別活動部会 は、「生 きる力」 をは ぐくむため に は、特 別活 動 にお い

て、感性 を酒養 し、主体性 と社会性 を育成する ことが必要であ ると考 えた。そ して、 この実

現 には、 「生か し生 され る」体験活動が有効である とい う仮説 を立て、ア ンケー ト調 査 を実

施 し、以下の3点 を提言 として示 した。

○ 感性 をは ぐくむ感動体験 を大切 にするため の指導の工 夫

○ 多様 な集 団活動の経験 の中で、肯定的 自己理解 をさせ、 自信 を もたせ る指導 の工夫

○ 生 か し生 か される体験 の中で 、社会性 と主体性 を高め る指導の工夫

そ して これ らの提 言 を踏 まえ て 、次 の よ うに6つ の実 践 研 究 を行 っ た 。

ホームルーム活動1.生 き る力 を は ぐ くむ文 化 祭 指導 の工 夫

2.年 齢 や就学 目的が異なる集団の中で、生か し生か される関係 を作 る指導工 夫

学校行事

生徒会活動

部活動

3教 科学習 との関連を図った移動教室 を通 して、生 きる力 をは ぐくむ指導の工夫

4.文 化 祭 運 営 指 導 を通 して 、生徒 会役 員 の リー ダ ー シ ップ育 成 の 工 夫

5.ボ ラ ンテ ィア 活 動 を通 じ、生 きる力 を は ぐ くむ指 導 の工 夫

6.地 域社会 ・異年齢集団 とのかかわ りを通 して、生 きる力 をは ぐくむ指導 の工夫

実践 を通 して、「生 きる力」 を育成す るため には 「生 か し生か され る」体験が有効であ る

ことが裏付 け られた。そ こで、「生か し生 かされ る」体験 を実現す るため に必要 な観点 を以

下 に示す。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

感動体験 を積み重 ね させ 、感性 を酒養 させるこ と

自己の多面性 や持 ち味 を発見 で きるような多様 な集 団活動の機会 を設定す ること

活動のや る気 を出 させ、共 に活動す る喜びや達成感 を味合 わせ ること

活動 に 「ゆ と り」 をもたせ 、互 いに認め合 う気持 ちを もたせ る中で 自信 を育 てるこ と

集 団の 中で存在感や充実感 を感 じさせ、集団の一員 としての意識や責任感 を高 めるこ と

開かれ た学校づ くりを推進 し、地域社会や校 外の諸団体 との連携 を積極 的に行 うこ と

さまざまな立場か ら生徒 を褒 めるな ど、教員の協 力体制 を充実 させ るこ と

「学校週5日 制」 の完全実施 を 目前 に控 え、また、学習指導要 領の改 訂 に伴 い 、 「行事 の厳

選」 や新設 される 「総合 的な学習の時間」の論議が高 まってい る。 この ような中、「生 きる力 」

の育成 を目指す特別活動 の在 り方 も 「不易 と流行」 を踏 まえた論議 を積み重 ねる必要があ る。

本年度の教育研 究員特別活動 部会 は、その視点の一つ として、「生 か し、生 か され る」 体験 活 ・

動 の重要性 を提 示 した。特 別活動 の領域 は、感性 を酒養 し、主体性や社会性 を育成す るにふ さ

わ しい集団活動の場であ る。「行事 の厳選」 による教育効果の質的 な低 下 を防 ぎ、新 設 され る

「総合 的な学習 の時間」 を より有効 な もの にす るため、本研究の提 示 した 「生 か し生か され る」

体験活動の重要性が今後の実践 に資す ることを期待 しまとめ とす る。
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